
＜評価の視点＞

⑴　適正性の視点

⑵　有効性の視点

　① 施設の設置目的の達成

　② サービス向上の取り組み

⑶　効率性の視点

① ②

1
い わ き 市 北 部 憩 いの
家、いわき市北部運動
場

平上片寄区 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

・協定に基づき適正な管理がされてい
る。
・日常の清掃、点検、補修により適正な
安全管理がなされ、市民サービスの向上
が図られている。

ごみ減量
推進課

22-7559 1

2 いわき市南部憩いの家 泉町下川区 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

・協定に基づき適正な管理がされてい
る。
・日常の清掃、点検、補修により適正な
安全管理がなされ、市民サービスの向上
が図られている。

ごみ減量
推進課

22-7559 3

3 いわき市仁井田運動場 四倉町上仁井田区 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

・協定に基づき適正な管理がされてい
る。
・日常の清掃、点検、補修により適正な
安全管理がなされ、市民サービスの向上
が図られている。

ごみ減量
推進課

22-7559 5

４施設　 【Ａ評価　該当なし、Ｂ評価　４施設、Ｃ評価　該当なし、Ｄ評価　該当なし】

④生活環境部　指定管理者施設管理状況評価結果（各施設の総合評価）

　法令等の遵守、安全性の確保、個人情報の保護など、
法令や計画に基づき適正な管理が履行されているか

　施設目的に沿った事業の実施、施設管理が行われてい
るか

　市民サービス向上・市民の満足度の向上が図られてい
るか

　適正な管理によって経費の縮減が図られているか

施設所管課等 電話番号頁⑴ ⑵ ⑶№ 施設名 指定管理者
評価の視点

総合評価

⑴～⑶の評価の視点(４項目)について、次の４段階で評価 
 ・Ａ 基準や目標を上回る優れた管理が行われている 
 ・Ｂ 適正な管理が行われている 

 ・Ｃ 概ね適正に管理されているが一部課題がある 
 ・Ｄ 協定等が遵守できていないなど、改善が必要である 
 

総合評価 
 ⑴、⑵①、⑵②、⑶の４項目の評価を踏まえ総合評価 
 【Ａ】４項目のうち、２つ以上がＡで、Ｃ、Ｄの評価がない 

 【Ｂ】４項目のすべてがＢ以上の評価（Ａが１つ以下） 
 【Ｃ】４項目のいずれかにＣが含まれる（Ｄ評価はない） 

 【Ｄ】４項目のいずれかにＤが含まれる 
 



指定管理者による施設管理状況評価票（平成30年度の管理状況）

所管部課 生活環境部ごみ減量推進課
１　施設の概要
(1) 施設名称
(2) 根拠条例

２　指定管理者の概要
(1) 指定管理者名称
(2) 指定期間 非公募
(3) 事業・業務概要（指定管理者の業務の範囲）

３　施設利用状況（施設利用者数・施設稼動状況等を記入）
項　　目 29年度 30年度 備　考

14,768 13,522
1,801 1,673

４　使用料・利用料・経費の推移（決算額）
　※その他の管理経費は、市が直接支出する修繕費等の額

29年度決算 30年度決算
(指定管理者) (指定管理者)

983,344 921,044

2,986,200 2,986,200

収入計（円） 2,986,200 2,986,200
2,986,200 2,986,200

支出計（円） 2,986,200 2,986,200
収　支（円） 0 0

その他の管理経費（円） 3,630,930 4,803,476 管理運営には自販機電気料、私用電話料等が充当される。

いわき市北部憩いの家、いわき市北部運動場
いわき市憩いの家条例、いわき市運動場条例

(3) 設置目的 市民の健康保持と福祉の増進を図る。

(4) 施設概要 憩いの家：和室⑶（18畳2室、33畳1室）、娯楽室⑴、談話コーナー⑴、浴室⑵、事務室、給湯室、便所
運動場：ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ（7,200㎡）、ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙｺｰﾄ（2面）、ﾃﾆｽｺｰﾄ（2面）、児童遊具施設
※ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ（平成26年12月以降）及びﾃﾆｽｺｰﾄ（東日本大震災以降）は、焼却灰の仮置場となっているため使
用不可。

平上片寄区
平成26年４月１日～平成31年３月31日

・憩いの家及び運動場の使用に関する業務。
・憩いの家及び運動場の施設及び器具等の維持管理に関する業務。
・憩いの家条例及び運動場条例の規定により指定管理者が行うこととされている業務。
・その他市長が必要と認める業務。

事業
計画

事業計画としては施設の管理運営方針や運営体制等のみ記載し、利用者数や稼動状況等の計
画については記載していない。

その他事業収入

実績

憩いの家利用者数（人）
運動場利用者数（人）

項　　目 備　考

使用料
使用料・利用料減免額

利用料金収入
委託料（指定管理料）

人件費
修繕費

設備管理費
保安警備費
備品購入費
消耗品費
光熱水費
保険料
公租公課

その他施設管理費

1 



５　評価（平成30年度の状況）
Ａ　基準や目標を上回る優れた管理が行われている

Ｂ　適正な管理が行われている

Ｃ　概ね適正に管理されているが一部課題がある

Ｄ　協定等が遵守できていないなど、改善が必要である

(1)適正性の視点

(2)有効性の視点
　①施設の設置目的の達成

　②サービス向上の取り組み

(3)効率性の視点

(4)総合評価

(5)課題がある場合の今後の改善方法

Ｂ　適正な管理が行われている

・委託料の範囲内で適正な管理がされている。

Ｂ　適正な管理が行われている

・協定に基づき適正な管理がされている。
・日常の清掃、点検、補修により適正な安全管理がなされ、市民サービスの向上が図られている。

・条例、協定等に基づき、適正に使用許可事務が行われている。また、日常の点検等により適正な
安全管理がなされている。

Ｂ　適正な管理が行われている

・施設内の清掃の徹底に努めることにより、利用者が気持ちよく利用できる環境が整えられてい
る。

Ｂ　適正な管理が行われている

・施設に対する利用者からの苦情や備品の破損等が発生した際は、指定管理者と連携を図り迅速な
対応を行うことで、利用者へのサービス向上に努めている。

Ｂ　適正な管理が行われている

2 



指定管理者による施設管理状況評価票（平成30年度の管理状況）

所管部課 生活環境部ごみ減量推進課
１　施設の概要
(1) 施設名称
(2) 根拠条例

２　指定管理者の概要
(1) 指定管理者名称
(2) 指定期間 非公募
(3) 事業・業務概要（指定管理者の業務の範囲）

３　施設利用状況（施設利用者数・施設稼動状況等を記入）
項　　目 29年度 30年度 備　考

10,363 9,914

４　使用料・利用料・経費の推移（決算額）
　※その他の管理経費は、市が直接支出する修繕費等の額

29年度決算 30年度決算
(指定管理者) (指定管理者)

728,102 705,652

1,521,450 1,521,450

収入計（円） 1,521,450 1,521,450
1,521,450 1,521,450

支出計（円） 1,521,450 1,521,450
収　支（円） 0 0

その他の管理経費（円） 1,420,152 753,898 管理運営には自販機電気料、私用電話料等が充当される。

いわき市南部憩いの家
いわき市憩いの家条例

(3) 設置目的 市民の健康保持と福祉の増進を図る。

(4) 施設概要 和室⑶（15畳2室、7.5畳1室）、浴室⑵、事務室、給湯室、便所

泉町下川区
平成26年４月１日～平成31年３月31日

・憩いの家の使用に関する業務。
・憩いの家の施設及び器具等の維持管理に関する業務。
・憩いの家条例の規定により指定管理者が行うこととされている業務。
・その他市長が必要と認める業務。

事業
計画

事業計画としては施設の管理運営方針や運営体制等のみ記載し、利用者数や稼動状況等の計
画については記載していない。

その他事業収入

実績

憩いの家利用者数（人）

項　　目 備　考

使用料
使用料・利用料減免額

利用料金収入
委託料（指定管理料）

人件費
修繕費

設備管理費
保安警備費
備品購入費
消耗品費
光熱水費
保険料
公租公課

その他施設管理費
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５　評価（平成30年度の状況）
Ａ　基準や目標を上回る優れた管理が行われている

Ｂ　適正な管理が行われている

Ｃ　概ね適正に管理されているが一部課題がある

Ｄ　協定等が遵守できていないなど、改善が必要である

(1)適正性の視点

(2)有効性の視点
　①施設の設置目的の達成

　②サービス向上の取り組み

(3)効率性の視点

(4)総合評価

(5)課題がある場合の今後の改善方法

Ｂ　適正な管理が行われている

・委託料の範囲内で適正な管理がされている。

Ｂ　適正な管理が行われている

・協定に基づき適正な管理がされている。
・日常の清掃、点検、補修により適正な安全管理がなされ、市民サービスの向上が図られている。

・条例、協定等に基づき、適正に使用許可事務が行われている。また、日常の点検等により適正な
安全管理がなされている。

Ｂ　適正な管理が行われている

・施設内の清掃の徹底に努めることにより、利用者が気持ちよく利用できる環境が整えられてい
る。

Ｂ　適正な管理が行われている

・施設に対する利用者からの苦情や備品の破損等が発生した際は、指定管理者と連携を図り迅速な
対応を行うことで、利用者へのサービス向上に努めている。

Ｂ　適正な管理が行われている
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指定管理者による施設管理状況評価票（平成30年度の管理状況）

所管部課 生活環境部ごみ減量推進課
１　施設の概要
(1) 施設名称
(2) 根拠条例

２　指定管理者の概要
(1) 指定管理者名称
(2) 指定期間 非公募
(3) 事業・業務概要（指定管理者の業務の範囲）

３　施設利用状況（施設利用者数・施設稼動状況等を記入）
項　　目 29年度 30年度 備　考

16,303 16,931

４　使用料・利用料・経費の推移（決算額）
　※その他の管理経費は、市が直接支出する修繕費等の額

29年度決算 30年度決算
(指定管理者) (指定管理者)

703,500 703,500

収入計（円） 703,500 703,500
703,500 703,500

支出計（円） 703,500 703,500
収　支（円） 0 0

その他の管理経費（円） 1,686,733 1,790,056

いわき市仁井田運動場
いわき市運動場条例

(3) 設置目的 市民の健康保持と福祉の増進を図る。

(4) 施設概要 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ（10,350㎡）、ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙｺｰﾄ（1面）、児童遊具施設

四倉町上仁井田区
平成26年４月１日～平成31年３月31日

・運動場の施設及び器具等の維持管理に関する業務。
・運動場条例の規定により指定管理者が行うこととされている業務。
・その他市長が必要と認める業務。

事業
計画

事業計画としては施設の管理運営方針や運営体制等のみ記載し、利用者数や稼動状況等の計
画については記載していない。

その他事業収入

実績

運動場利用者数（人）

項　　目 備　考

使用料
使用料・利用料減免額

利用料金収入
委託料（指定管理料）

人件費
修繕費

設備管理費
保安警備費
備品購入費
消耗品費
光熱水費
保険料
公租公課

その他施設管理費
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５　評価（平成30年度の状況）
Ａ　基準や目標を上回る優れた管理が行われている

Ｂ　適正な管理が行われている

Ｃ　概ね適正に管理されているが一部課題がある

Ｄ　協定等が遵守できていないなど、改善が必要である

(1)適正性の視点

(2)有効性の視点
　①施設の設置目的の達成

　②サービス向上の取り組み

(3)効率性の視点

(4)総合評価

(5)課題がある場合の今後の改善方法

Ｂ　適正な管理が行われている

・委託料の範囲内で適正な管理がされている。

Ｂ　適正な管理が行われている

・協定に基づき適正な管理がされている。
・日常の清掃、点検、補修により適正な安全管理がなされ、市民サービスの向上が図られている。

・条例、協定等に基づき、日々の点検等により適正な安全管理がなされている。

Ｂ　適正な管理が行われている

・施設内の清掃の徹底に努めることにより、利用者が気持ちよく利用できる環境が整えられてい
る。

Ｂ　適正な管理が行われている

・施設に対する利用者からの苦情や備品の破損等が発生した際は、指定管理者と連携を図り迅速な
対応を行うことで、利用者へのサービス向上に努めている。

Ｂ　適正な管理が行われている
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